
鹿児島地区合併協議会だより平成 年（ 年） 月 日 （ ）

協議会を傍聴しませんか？

は
月 日（木）午後 時 分
かごしま市民福祉プラザ

階大会議室
で開催いたします。

鹿児島地区合併協議会のホームページ
を開設しました

ホームページアドレス

皆様のご意見 ご質問をお待ちしております。
メールアドレス

＠

報
告
さ
れ
た
こ
と

報
告
さ
れ
た
こ
と

合
併
の
期
日（
年

月

日

を

目

標

）と

市
町
村
建
設
計
画
の

原
案
策
定
方
針
を
提
案

平成 年 月 日（金）、鹿児島市内のホテルにおいて、第 回鹿児島地区合併協議会が開催されました。
会長から、会長の職務代理についての報告 件のほか、基本 項目（うち 項目は第 回協議会で決定済）

の残り 項目合併の期日と合併後のまちづくりの基本方針となる市町村建設計画の原案策定方針の 件につい
て提案がなされ、委員から質問や要望が出されました。
また、提案される議案は原則として各委員が持ち帰って検討し、次回以降の協議会で決定されることになり
ました。
このほか、第 回協議会を 月 日（木）午後 時 分から、かごしま市民福祉プラザ 階大会議室で開催

することが確認されました。

継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た

継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た

会
長
の
職
務
代
理
に
つ

い
て

松
元
町

四
元
泰
盛
町
長

を
指
名
し
ま
し
た
。

職
務
代
理
…
会
長
に
事
故
あ
る

と
き
、
ま
た
は
会
長
が
欠
け
た

と
き
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指

名
す
る
副
会
長
が
職
務
を
代
理

す
る
も
の
で
す
。

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

平
成

年

月

日
を
目
標
と
す

る
。と

の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
の
期
日
を
決
定
す
る
に
あ

た
っ
て
の
留
意
点
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。

市
町
村
建
設
計
画
の
原

案
策
定
方
針
に
つ
い
て

合併期日決定の留意点
合併特例法の有効期限（ 年 月 日）
（法に基づく国・県の財政支援措置が受
けられます。）

合併の手続に要する期間
（合併協定書の調印から総務大臣の告示ま
でに要する期間が、おおむね か月程度
必要とされています。）

合併後の市の予算編成に要する期間
（合併後の市の一体性を図る上から、市
町村建設計画に基づく事業を早期に実施
するため、 年度当初予算を本格予算と
して編成することが適当です。）

合併と同時に住民サービスが滞りなく行
えるための、合併準備作業の期間
（特に、電算システムの統合には、約
か月程度を要すると想定されています。）

首長の任期

【
計
画
策
定
の
趣
旨
】

市

町
の
合
併
後
の

ま

ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

を
定

め
、
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り

計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、

市

町
の
速
や
か
な
一

体
化
を
促
進
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
と
地
域
の
発
展
を
図
る
具

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
し
ま
す
。

【
計
画
策
定
の
指
針
】

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
は
、
必
要
性
・
緊
急
性
・

優
先
性
・
有
効
性
・
地
域
性
な
ど

十
分
に
検
討
し
選
定
し
ま
す
。

依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
・
国

庫
補
助
金
地
方
債
な
ど
）を
過
大

に
見
積
も
ら
ず
、
健
全
財
政
を
堅

持
す
る
観
点
に
立
つ
堅
実
な
財
政

計
画
に
基
づ
く
も
の
と
し
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
（
ハ
コ
モ
ノ
）
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
面
（
合

併
協
定
項
目
の
各
事
務
事
業
）
に

も
配
慮
し
ま
す
。

公
共
施
設
等
の
統
合
整
備
は
、

【まちづくり計画】について…
．対象事業の範囲
合併後のまちづくりの基本となるもので、鹿児島県が事業主体となるものを含みます。
．対象事業の選定基準等

市 町の総合計画又は総合振興計画に定められていること及び高い事業効果が見込ま
れる事業とします。
合併に伴う効果が最大限に発揮される、新たな視点に立ったまちづくりの推進に大きく
寄与する事業とします。
第四次鹿児島広域市町村圏計画 に位置付けられた事業等、地域の一体的発展につな

がる重要な事業とします。
鹿児島県の 世紀新かごしま総合計画 と整合性が図られる事業とします。
公共施設等の整備は、既存施設の有効活用に配慮するとともに、新設の場合は複合的な

施設として整備することを基本とします。
合併特例債の活用は、将来の健全財政に対して十分配慮するとともに、長期的視点に立っ
て十分検討します。

【財政計画】について…
．策定の趣旨
財政計画は、 まちづくり計画 に定められた事業を総合的かつ計画的に推進できるよう、

長期的な見通しに立って行財政の健全な運営を図ります。

合
併
の
期
日
に
つ
い
て
、
平

成

年

月

日
を
目
標
と
す

る
と
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

想
定
し
得
な
い
不
測
の
事
態

が
生
じ
た
場
合
に
備
え
る
た
め

で
す
。

（
事
務
局
）

他
地
区
に
お
け
る
近
年
の
合

併
事
例
の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で

市

町
と
い
う
大
き
な
合
併

は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
合

併
期
日
ま
で
に
事
務
的
に
間
に

合
う
の
で
す
か
。

協
議
会
設
立
以
前
の
平
成

年

月
に
研
究
会
を
設
置
し
、

合
併
の
課
題
や
事
務
事
業
の
調

整
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年

月
に
は
準

備
協
議
会
を
設
置
し
、
合
併
の

基
本

項
目
も
確
認
さ
れ
、
準

備
段
階
で
か
な
り
進
行
し
て
い

る
と
受
け
止
め
て
い
る
の
で
、

平
成

年

月
の
目
標
は
達
成

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

合
併
期
日
と
首
長
と
の
関
係

に
つ
い
て
。

首
長
（
現
鹿
児
島
市
長
）
の

任
期
は
平
成

年

月

日
ま

で
で
、

日
か
ら
新
た
な
市
長

の
任
期
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
市
長
選
挙
後
に
合
併

す
れ
ば

町
の
皆
さ
ん
は

年

間
自
分
た
ち
の
選
ば
な
い
市
長

の
も
と
で
市
政
を
享
受
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
合
併
後

の
市
の
市
長
は

市

町
の
住

民
の
方
々
が
選
ぶ
方
が
、
よ
り

民
主
的
で
当
然
の
こ
と
と
考
え

ま
す
。

平
成

年

月
の
合
併
で
あ

れ
ば
、
新
し
い
市
長
を
合
併
後

の
市
の
選
挙
権
を
有
す
る
す
べ

て
の
皆
さ
ん
に
よ
り
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

（
赤
崎
会
長
）

九
州
南
部
地
方

に
春
一
番
が
吹
き

抜
け
、
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
今

日
こ
の
頃
。

合
併
論
議
も
日
を
追
う
ご
と
に
加

速
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に

向
け
た
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
地
区
合
併
協
議
会
も
本
格

的
に
始
動
し
、
こ
こ
に
創
刊
号
を
発

行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

協
議
会
の
内
容
や
合
併
に
関
す
る

ホ
ッ
ト
な
情
報
な
ど
を
盛
り
込
み
、

手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

提
案
さ
れ
た
こ
と

提
案
さ
れ
た
こ
と

【
計
画
内
容
】

計
画
の
対
象
地
域

市

町
の
地
域
と
し
ま
す
。

計
画
の
構
成

ま
ち
づ
く
り
計
画
及
び
財
政

計
画
を
中
心
に
構
成
し
ま
す
。

計
画
の
期
間

合
併
施
行
の
日
か
ら
お
お
む

ね

か
年
と
し
ま
す
。

総
合
計
画
及
び
総
合
振
興
計
画
と

の
整
合

市

町
の
総
合
計
画
及
び

総
合
振
興
計
画
の
基
本
構
想
、

基
本
計
画
等
に
基
づ
き
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
を
作
成
し
、

具
体
的
な
施
策
は

市

町
の

基
本
計
画
実
施
計
画
等
を
基

に
、合
併
に
よ
り
必
要
と
な
る

施
策
や
一
体
的
に
継
続
し
て
実

施
す
る
施
策
を
選
定
し
ま
す
。

住
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
十
分
配
慮

し
、
地
域
性
や
地
域
バ
ラ
ン

ス
・
財
政
事
情
を
考
慮
し
逐

次
実
施
し
ま
す
。

地
域
住
民
の
生
活
水
準
・

文
化
水
準
を
高
め
る
と
い
う

計
画
の
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
行
政
の
組
織
及
び
運

営
の
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率

％
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


